












Proposal of Newly Improved Index to Measure Speed of Population Aging
-From Doubling Time to Tripling Time-
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?Abstract?
Recent aging progress especially in emerging economies suggests to improve the indicator for aging 
society. Therefore, this paper proposes the newly improved index 'Tripling Time' to measure the speed of 
population aging. It indicates time duration our community spends to transform aging ratio from 7? to 
21? . Analysis with 'Tripling Time' observes that mainly developing countries would decrease their 
speed of aging. Furthermore, 'Tripling Time' could estimate how the burden of the productive age 
population supporting the life of elderly is increasing. Tripling Time would be the basic information to 
deal with problems of aged society.
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2016 年 7 月には，日本政府代表が国連で新興国
の倍加年数（推計）が短いことを取り上げ，その
高齢化の進行が速いものになると警鐘を鳴らし

























Population Prospects（ 以 下，WPP） と 前 出 の





































































































































口が 68.1％を占めていた 29）。この状況を 100 人
の村で例えると，村人のうち 7 人が高齢者で高齢
化率は 7％，一方，村には生産年齢人口（15 歳
から 64 歳）が 68 人いる 30）。つまり，7 人の高齢
































































　まず，図表 1 で順位 4 位のオーストラリアは前
半が 73 年，後半が 27 年である。よって同国の三





















でもスイスは 55 年、デンマークが 53 年、ベル
ギーは 50 年、英国が 46 年、さらにオーストリア
は 42 年でしかない。
　つまり，図表 1 では相対的に短い倍加年数を持
















































































































出所：UN（2017）, World Population Prospects: The 2017 Revision. & UN DESA（1956）, The Aging of Populations and Its 

















の短い国々が 6 カ国ある。図表 2 の上位から順番
にシンガポール（29 年），韓国（27 年），イラン







































































































ラビアの前後半の組合せが 12 年＋ 19 年である一































































































































では 31 カ国中の 4 カ国，図表 2 では 25 カ国中の

















53 年），さらには最下位のドイツ（同 43 年）で
さえもが「フランスより高齢化のスピードは緩や
か」と判定される。













　第 1 に，今世紀中に世界の 3 ／ 4 の国々（地域
含む）が高齢化率 21％に達することを考慮しな




2031 年から 2050 年にかけては 40 カ国・地域が，
2051 年から 2070 年は 34 カ国・地域が，そして
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使われる「胴上げ型」（1 人の高齢者を 10 人の勤労者が支え
る＝ OADR10％）から「お神輿型」（1 人を 6 人が支える＝
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